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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 9月 9日 (2005.9.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の 成 形 の 進 行 途 中 で 適 当 な 間 隔 毎 、 適 当 な 変 位 毎 、 あ る い は 傾 き が あ る 値 以 上 に な っ
た 時 毎 、 荷 重 差 が あ る 値 以 上 に な っ た と き 毎 に 、 ス ラ イ ド 板 の 変 位 と 各 駆 動 源 に 掛 か る 荷
重 を 荷 重 測 定 器 ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ 、 ５ ５ ｃ 、 ５ ５ ｄ で 測 定 し 、 そ の と き の 変 位 と 各 駆 動 源 に
掛 か る 荷 重 と を 記 憶 装 置 ９ ３ に 格 納 し 、 変 位 と 荷 重 と の 関 連 テ ー ブ ル を 記 憶 装 置 内 に 作 成
す る 。 ス ラ イ ド 板 が 降 下 し て い っ て 変 位 l 0 で 可 動 金 型 が 被 成 形 板 に 接 触 し 、 変 位 l 1 ま で 降
下 し た と き に 、 そ れ ぞ れ の 駆 動 源 ６ ０ ａ 、 ６ ０ ｂ 、 ６ ０ ｃ 、 ６ ０ ｄ に 掛 か る 荷 重 を P a 1、 P

b 1、 P c 1、 P d 1と す る 。 更 に ス ラ イ ド 板 が 降 下 し て ス ラ イ ド 板 の 変 位 l m の と き の そ れ
ぞ れ の 荷 重 を P a m 、 P b m 、 P c m 、 P d m と す る 。 こ れ ら の 変 位 と 駆 動 源 に 掛 か る 荷 重 と の 関 連 テ
ー ブ ル は 表 １ に 示 す も の と な る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 l m - 1 か ら l m ＋ 1 の 変 位 に お け る 駆 動 源 そ れ ぞ れ の 最 大 遅 れ δ a ， δ b ， δ c ， δ d の う
ち δ a が 最 小 な の で δ minと お く 。 ま た l m - 1 か ら l m ＋ 1 の 間 に お け る 荷 重 が 最 も 小 で あ っ た
駆 動 源 ６ ０ ａ （ 基 準 駆 動 源 ） の 目 標 速 度 を Ｖ ｆ と す る 。 目 標 速 度 は 、 本 番 成 形 に お け る そ
の 駆 動 源 の 速 度 で あ る 。 ス テ ッ プ ２ で は 各 駆 動 源 ６ ０ ａ 、 ６ ０ ｂ 、 ６ ０ ｃ 、 ６ ０ ｄ に 掛 か
る 荷 重 P a m 、 P b m 、 P c m 、 P d m と 駆 動 源 ６ ０ ａ の 目 標 速 度 Ｖ ｆ を 用 い て 、 各 駆 動 源 の 遅 れ を 駆
動 源 ６ ０ ａ の 遅 れ δ minと 同 じ と す る こ と が で き る 各 駆 動 源 nの 速 度 Ｖ n(n:a,b,c)を 求 め る
。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

い っ て

ま で



【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ ３ の 試 行 成 形 の 間 に 各 駆 動 源 の 遅 れ を 測 定 し 、 ス テ ッ プ ４ で 各 駆 動 源 nの 遅 れ
の 最 大 値 δ n を 求 め そ の う ち 最 小 の 値 を δ minと す る 。 ス テ ッ プ ５ で 各 駆 動 源 nの 最 大 遅 れ
δ n と 最 大 遅 れ δ n の う ち 最 小 の 値 δ minと を 比 較 し て そ の 差 が 所 定 の 値 α よ り も 大 き い 場
合 に は 、 修 正 し 、 ス テ ッ プ ３ ， ４ ， ５ を 繰 り 返
す 。 こ こ で δ n と δ minと の 差 を 比 較 す る 値 α と し て は 金 型 が 壊 れ な い 程 度 の 傾 き （ 例 え ば
１ ０ ０ μ ｍ 以 下 ） で あ る こ と は 当 然 必 要 で あ る が 製 品 精 度 を 上 げ る た め に は １ ０ μ ｍ 以 下
、 具 体 的 に は ３ μ ｍ 程 度 を 判 断 基 準 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス テ ッ プ ５ で 各 駆 動 源 ｎ の 最 大 遅 れ δ n と 最 大 遅 れ の う ち 最 小 の 遅 れ 値 δ minと を 比 較 し
て 、 そ の 差 が 所 定 の 値 α よ り も 小 さ い か 同 じ の 場 合 は 、 ス テ ッ プ ７ に 行 っ て 前 サ イ ク ル で

各 駆 動 源 の 速 度 を 用 い て ワ ー ク の 本 番 成 形 を 行 え ば よ い 。
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前 で 用 い た 補 償 増 分 Δ Ｖ n を ス テ ッ プ ６ で
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